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運用報告書（全体版） 

ワールド・リート・オープン
（資産成長型）為替ヘッジあり 
 

愛称：ワールド・リートヘッジＮ 

 
 

第９期（決算日：2025年12月10日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

ここに謹んで運用経過等をご報告申し上げます。 

今後とも一層のお引き立てを賜りますよう、よろし

くお願い申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／不動産投信 

信 託 期 間 2027年12月10日まで（2017年９月12日設定） 

運 用 方 針 
安定した収益の確保とともに信託財産の十分な成長を
はかることを目的として運用を行います。 

主 要 運 用 対 象 

ベ ビ ー 
フ ァ ン ド 

ワールド・リート・オープン マザーファ
ンド受益証券 

マ ザ ー 
フ ァ ン ド 

世界各国の上場不動産投資信託（リート） 

運 用 方 法 

・ 世界各国の上場不動産投資信託に分散投資します。 
・ ポートフォリオの構築は、トップダウンで国や地域、

セクター配分等を決定し、ボトムアップで個別銘柄を
選定するという、２つのアプローチ（運用手法）の融
合によって行います。 

・ 実質組入外貨建資産については、原則として為替ヘッ
ジを行い、為替変動リスクの低減をはかります。なお、
為替ヘッジが困難な一部の通貨については、当該通貨
との相関等を勘案し、他の通貨による代替ヘッジを行
う場合があります。 

・ マザーファンドの資金配分および不動産投資信託証
券の運用の指図に関する権限を、シービーアール
イー・インベストメントマネジメント・リステッドリ
アルアセッツ・エルエルシーに委託します。 

主 な 組 入 制 限 

ベ ビ ー 
フ ァ ン ド 

・ 主要投資対象とする投資信託証券、コ
マーシャル・ペーパーおよび短期社債
等以外の有価証券への実質投資は、債
券買い現先取引に限ります。 

・ 投資信託証券への実質投資割合に制限
を設けません。 

・ 外貨建資産への実質投資割合に制限を
設けません。 

・ 同一銘柄の投資信託証券への実質投資
割合は、当ファンドの純資産総額の
10％以下とします。 

マ ザ ー 
フ ァ ン ド 

・ 主要投資対象とする投資信託証券、コ
マーシャル・ペーパーおよび短期社債
等以外の有価証券への投資は、債券買
い現先取引に限ります。 

・ 投資信託証券への投資割合は、制限を
設けません。 

・ 外貨建資産への投資割合は、制限を設
けません。 

・ 同一銘柄の投資信託証券への投資割合
は、信託財産の純資産総額の10％以内
とします。 

分 配 方 針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評価益を含み
ます。）等の全額を分配対象額とし、分配金額は、基準
価額水準・市況動向等を勘案して、利子・配当収入の中
から分配金額を決定しますが、信託財産の十分な成長に
資することに配慮して分配を行わないことがあります。 
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ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり

ファンドマネージャーのコメント
　当期間（過去１年間）の運用で主眼においたポ
イントをご説明させていただきます。

【第９期末における主なリート市場における投資
のポイント】

◎アメリカ
　アメリカ市場は、下落しました。期間の初めか
ら2025年２月にかけては、米雇用統計の堅調な結
果などを受けて利下げ観測が後退し、下落する局
面があったものの、インフレ鈍化を示唆する経済
指標の結果などを受けて米国金利が低下したこと
などから上昇に転じました。その後、３月から４
月にかけては、トランプ米政権による関税引き上
げなどの政策を受けて、世界的な景気後退や貿易
戦争激化への懸念が高まったことなどから大きく
下落する場面があったものの、経済指標の改善や
米中の一時的な関税引き下げ合意などを受けて世
界的な景気減速への懸念が後退したことなどから、
大きく反発しました。その後は、米連邦準備制度
理事会（ＦＲＢ）による利下げが追い風となり、
堅調に推移しました。決算ではアナリスト予想を
大きく上回ったものの、米トランプ政権の通商政
策の度重なる変更による不透明感が一部の上値を
抑える要因となりました。
　不動産のファンダメンタルズは改善傾向にある
ものの、リートのパフォーマンスは株式を下回っ
ています。当社では現在の局面を長期投資の魅力
的なエントリーポイントであると捉えています。
　上場リートは引き続き私募リートに対して資金
調達面で優位性を維持し、強固なバランスシート
と良好な資金調達環境を背景に、2026年も堅調な
利益成長が続くと見込んでいます。さらに、リー

トは実物不動産に比べ割安水準で取引されていま
す。ポートフォリオはヘルスケア、オフィス、
ショッピングセンター、電波塔セクターを選好し
ています。

◎オーストラリア
　オーストラリア市場は、堅調な推移となりまし
た。オーストラリア準備銀行（ＲＢＡ）は利下げ
を実施し、不動産市場全体の追い風となりました。
加えて、追加利下げ期待が投資家心理を押し上げ
ています。リートは、依然として実物不動産に対
して割安で取引されており、利益成長も加速して
います。ポートフォリオは一部の産業用施設、総
合型、住宅関連銘柄を選好しています。

◎日本
　日本市場は、堅調な推移となりました。円安に
よるインバウンド需要の強さと良好な東京オフィ
ス市場が市場を牽引し、市場全体が大きく上昇し
ました。東京のオフィス需給は逼迫しており、
オーナー側が価格決定力を取り戻したことで賃料
上昇がみられます。金利上昇はリスク要因ではあ
りますが、全体的に不動産ファンダメンタルズは
引き続き良好であり、好業績を支えると考えてい
ます。ポートフォリオはオフィスを保有する総合
型銘柄を選好しています。

◎欧州
　欧州市場は当期間、比較的堅調に推移しました。
大陸欧州では、リートの割安感が着目される一方
で、フランスを中心とした政治的不確実性により
上値を抑える局面が見られました。商業銘柄は
2025年初の欧州中央銀行（ＥＣＢ）による利下げ
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ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり

後の経済環境改善と投資家センチメントの回復を
受け、期間中、堅調に推移しました。英国市場は、
長期金利の高止まりなどを背景に小幅な上昇にと
どまったものの、上場リートと私募リートの価格
差を背景にＭ＆Ａが活発化しています。
　ポートフォリオは欧州全体でややアンダーウェ
イトとし、大陸欧州では小売りなど回復力のある
リートを選好する一方、英国市場はオーバーウェ
イトを維持し、安定したキャッシュフローと配当
利回りを持つリート、特に倉庫、賃貸住宅、厳選
した総合型銘柄など割安なセクターを選好してい
ます。

　記載のセクターは他に記載の「業種／種別」や
「用途」の表記と必ずしも一致しません。

（注）上記は、シービーアールイー・インベストメントマネジメント・リステッドリアルアセッツ・エルエルシーの資
料を基に、三菱ＵＦＪアセットマネジメントが作成したものです。

シービーアールイー・インベストメントマネジメント・リステッドリアルアセッツ・エルエルシー
ジョセフ・Ｐ・スミス
ＣＩＯ
上場リアルアセット

ケネス・Ｓ・ウェインバーグ
ＣＩＯ
上場不動産
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ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり

本資料の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
Ｓ ＆ Ｐ 先 進 国 Ｒ Ｅ Ｉ Ｔ 指 数 
（税引き後配当込み、円ヘッジ） 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ 百万円 

５期(2021年12月10日) 10,519 0 26.0 13,624 30.9 96.0 77 

６期(2022年12月12日) 8,299 0 △21.1 10,936 △19.7 96.2 54 

７期(2023年12月11日) 8,083 0 △ 2.6 10,509 △ 3.9 97.3 48 

８期(2024年12月10日) 8,873 0 9.8 11,491 9.3 96.8 50 

９期(2025年12月10日) 8,249 0 △ 7.0 10,969 △ 4.5 96.6 37 
 

（注） 基準価額動向の理解に資するため、参考指数を掲載しておりますが、当ファンドのベンチマークではありません。 

（注） Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数とは、Ｓ＆Ｐダウ・ジョーンズ・インデックスＬＬＣが公表している指数で、先進国の不動産投資信託

（ＲＥＩＴ）および同様の制度に基づく銘柄を対象に浮動株修正時価総額に基づいて算出されています。同指数はＳ＆Ｐダウ・ジョー

ンズ・インデックス（Ｓ＆Ｐ ＤＪＩ）の商品であり、これを利用するライセンスが三菱ＵＦＪアセットマネジメント株式会社に付与さ

れています。Ｓ＆Ｐ ＤＪＩは、同指数の誤り、欠落、または中断に対して一切の責任を負いません。 

（注） 外国の指数は、基準価額への反映に合わせて前営業日の値を使用しています。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
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ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
Ｓ ＆ Ｐ 先 進 国 Ｒ Ｅ Ｉ Ｔ 指 数 
（税引き後配当込み、円ヘッジ） 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

 騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ 

2024年12月10日 8,873 － 11,491 － 96.8 

12月末 8,489 △4.3 10,890 △5.2 95.7 

2025年１月末 8,565 △3.5 11,029 △4.0 95.9 

２月末 8,660 △2.4 11,191 △2.6 95.9 

３月末 8,358 △5.8 10,828 △5.8 93.6 

４月末 8,175 △7.9 10,625 △7.5 95.7 

５月末 8,408 △5.2 10,931 △4.9 95.0 

６月末 8,337 △6.0 10,869 △5.4 96.1 

７月末 8,399 △5.3 10,992 △4.3 96.6 

８月末 8,479 △4.4 11,187 △2.6 95.8 

９月末 8,446 △4.8 11,196 △2.6 95.8 

10月末 8,425 △5.0 11,116 △3.3 96.8 

11月末 8,523 △3.9 11,278 △1.9 96.2 

(期  末)      

2025年12月10日 8,249 △7.0 10,969 △4.5 96.6 
 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
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ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり

運用経過
第９期：2024年12月11日～2025年12月10日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円）
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（百万円）
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2024/12/10 2025/４/11 2025/８/７ 2025/12/５

純資産総額：右目盛

基準価額：左目盛

参考指数：左目盛

第 ９ 期 首 8,873円
第 ９ 期 末 8,249円
既払分配金 0円
騰 落 率 －7.0％

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。
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ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり

基準価額は期間の初めに比べ7.0％の下落となりました。
基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

保有銘柄が下落したことに加え、為替ヘッジのためのコストなど
が基準価額の下落要因となりました。
保有銘柄では、「EQUINIX INC」（アメリカ／データセン
ター）に加え、「UDR INC」（アメリカ／住宅）などがマイナ
スに作用しました。

下落要因

ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり
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ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり

第９期：2024年12月11日～2025年12月10日

投資環境について

当該投資信託のポートフォリオについて

ワールド・リート・オープン（資産
成長型）為替ヘッジあり
ワールド・リート・オープン　マザー
ファンド受益証券を主要投資対象とし、
組入比率を高位に保ちました。また、実
質組入外貨建資産に対しては対円で為替
ヘッジを行い、為替変動リスクの低減を
はかりました。

ワールド・リート・オープン　マザー
ファンド
世界各国の上場不動産投資信託を主要投
資対象として分散投資を行いました。
ポートフォリオの構築は、トップダウン
で国や地域、セクター配分等を決定し、
ボトムアップで個別銘柄を選定するとい
う、２つのアプローチ（運用手法）の融
合によって行いました。なお、2025年３
月31日に運用指図権限の委託先をモルガ

先進国リート市況
先進国リート市況は、期間を通してみる
と上昇しました。
期間の初めから2025年２月にかけては、
米雇用統計の堅調な結果などを受けて利
下げ観測が後退し、下落する局面があっ
たものの、インフレ鈍化を示唆する経済
指標の結果などを受けて米国金利が低下
したことなどから上昇に転じました。そ
の後、３月から４月にかけては、トラン
プ米政権による関税引き上げなどの政策
を受けて、世界的な景気後退や貿易戦争
激化への懸念が高まったことなどから大
きく下落する局面があったものの、経済
指標の改善や米中の一時的な関税引き下
げ合意などを受けて世界的な景気減速へ

の懸念が後退したことなどから、大きく
反発しました。６月以降は、大手データ
センター銘柄の決算が嫌気され、データ
センターセクターが大幅に下落したこと
などがマイナス材料となる一方、米経済
の底堅さを示す経済指標の結果に加え、
米国と主要国との関税交渉が進展したこ
とにより、世界経済の見通しに対する過
度な懸念が後退したことや、良好な決算
を発表したヘルスケア銘柄に対してアナ
リストが目標株価を引き上げたことなど
がプラス材料となりました。
国・地域別では、日本やイギリスなどの
上昇がプラスに寄与しました。不動産用
途別では、ヘルスケアなどの上昇がプラ
スに寄与しました。

ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり
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ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり

ン・スタンレー・インベストメント・マ
ネジメント・インクからシービーアール
イー・インベストメントマネジメント・
リステッドリアルアセッツ・エルエル
シーに変更いたしました。
実物不動産の賃料・空室率など優位性の
あるデータや独自の定量モデルの活用、
各地域（米国、ヨーロッパ、アジア太平
洋）のポートフォリオマネジャーやアナ
リストを配置、計量分析者によるサポー
トなど、より精度の高い銘柄分析を行い、

運用を行いました。
リート市場の投資ユニバースにおける投
資機会を評価し、投資機会が発生する際
には、規律ある投資プロセスに従って
ポートフォリオを構築し、ポートフォリ
オの個別銘柄では、「UDR INC」（アメ
リカ／住宅）などを新規に組み入れた一
方、「DIGITAL REALTY TRUST INC」
（アメリカ／データセンター）などを全
売却しました。

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けてお
りません。右記のグラフは当ファンド（ベビーファン
ド）の基準価額と参考指数の騰落率との対比です。
参考指数はＳ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（税引き後配当込
み、円ヘッジ）です。

（％）

－8.0

－6.0

－4.0

－2.0

0.0

2024/12/10 ～ 2025/12/10

ファンド 参考指数

基準価額と参考指数の対比（騰落率）
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分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向等を勘案し、利子・配当収入の中から分配
金額を決定しますが、信託財産の十分な成長に資することに配慮して分配を行わないことがあり
ます。この結果、次表の通りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）
につきましては、信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第９期
2024年12月11日～2025年12月10日

当期分配金（対基準価額比率） －（－％）

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 1,620

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

ワールド・リート・オープン（資産
成長型）為替ヘッジあり
引き続き、ワールド・リート・オープン　
マザーファンド受益証券の組入比率を高
位に保ち運用を行っていく方針です。ま
た、実質組入外貨建資産に対しては、原
則として対円で為替ヘッジを行い、為替
変動リスクの低減をはかります。

前運用指図権限の委託先であるモルガ

ン・スタンレー・インベストメント・マ
ネジメント・インクと協議を重ね、運用
パフォーマンス向上のため、以下のよう
な改善への取り組みを実施してまいりま
した。
2020年第１四半期にトータルリターンを
重視した運用を目指し、参考指数や目標
超過収益率を見直しました。
2021年１月に運用主担当者が交代しまし
た。新しい運用主担当者は運用プロセス

ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり
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を一部変更し、グロース性指標をより考
慮した運用を行いました。また、2022年
にかけて運用体制の再構築に取り組みま
した。
なお、2025年３月31日に運用指図権限
の委託先をモルガン・スタンレー・イン
ベストメント・マネジメント・インクか
らシービーアールイー・インベストメン
トマネジメント・リステッドリアルア
セッツ・エルエルシー（CBRE IM LRA）
に変更しております。
CBRE IM LRAは、ＣＢＲＥグループ傘下
の運用会社として実物不動産の賃料・空
室率など優位性のあるデータが活用可能
な他、独自の定量モデルの活用、各地域
（米国、ヨーロッパ、アジア太平洋）に
ポートフォリオマネジャーやアナリスト
を配置、計量分析者によるサポートなど、
より精度の高い銘柄分析を行う運用体制
があることなどが強みだと考えています。
今後は、CBRE IM LRAと密にコミュニ
ケーションを取り、パフォーマンスの改
善を目指してまいります。

ワールド・リート・オープン　マザー
ファンド
上場リートは、株式や非上場リートに対
して割安な水準で取引されていると推定
しており、成長期待も改善していると見
ています。上場リートのパフォーマンス
低迷は、2022年から2024年にかけての

世界的な中央銀行の利上げサイクルに
よって悪化したと見ています。今後は、
国債利回りのレンジ推移と政策金利の引
き下げが上場リートを支えると予想しま
す。また、全般的に融資基準は厳しい状
況が続いていますが、上場リートは非上
場リートが利用できない資本へのアクセ
スが可能であり、資本面においても有利
な状態にあると考えられます。
引き続きリートの投資ユニバースにおけ
る投資機会を評価し、投資機会が発生す
る際には、規律ある投資プロセスに従っ
てポートフォリオを構築します。

ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり
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2024年12月11日～2025年12月10日

１万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 129 1.535 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (69) (0.821) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (51) (0.605) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (9) (0.110) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 12 0.141 (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

(投資信託証券 ) (12) (0.141)

(ｃ)有価証券取引税 4 0.045 (ｃ)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数
有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

(投資信託証券 ) (4) (0.045)

(ｄ)そ の 他 費 用 75 0.891 (ｄ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 保 管 費 用 ) (74) (0.875) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用
( 監 査 費 用 ) (0) (0.003) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) (1) (0.013) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 220 2.612

期中の平均基準価額は、8,409円です。

（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費
用は、このファンドが組み入れている親投資信託
が支払った金額のうち、当ファンドに対応するも
のを含みます。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり
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（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は2.43％です。

総経費率
2.43％

運用管理費用（投信会社）
0.82％

運用管理費用（販売会社）
0.60％

運用管理費用（受託会社）
0.11％

その他費用
0.89％

（注）費用は、１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。
（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比

率とは異なります。

ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり
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○売買及び取引の状況 (2024年12月11日～2025年12月10日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ワールド・リート・オープン マザーファンド 5,618 20,837 9,419 35,671 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2024年12月11日～2025年12月10日) 

 

＜ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替先物取引 550 112 20.4 534 113 21.2 

 
 
 

＜ワールド・リート・オープン マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 52,662 316 0.6 69,268 3,256 4.7 

平均保有割合 0.0%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪ銀行、三菱ＵＦＪ信託銀行、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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○組入資産の明細 (2025年12月10日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ワールド・リート・オープン マザーファンド 12,866 9,065 36,166 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2025年12月10日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ワールド・リート・オープン マザーファンド 36,166 96.4 

コール・ローン等、その他 1,355 3.6 

投資信託財産総額 37,521 100.0 
 
（注） ワールド・リート・オープン マザーファンドにおいて、期末における外貨建純資産（87,856,715千円）の投資信託財産総額（95,411,096

千円）に対する比率は92.1％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは

以下の通りです。 

１アメリカドル＝156.88円 １カナダドル＝113.30円 １ユーロ＝182.39円 １イギリスポンド＝208.70円 

１オーストラリアドル＝104.28円 １香港ドル＝20.16円 １シンガポールドル＝120.97円  

 

 

 

親投資信託残高 
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ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2025年12月10日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 70,583,053   

 コール・ローン等 1,103,929   

 ワールド・リート・オープン マザーファンド(評価額) 36,166,161   

 未収入金 33,312,949   

 未収利息 14   

(B) 負債 33,494,980   

 未払金 33,173,919   

 未払解約金 27   

 未払信託報酬 320,355   

 その他未払費用 679   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 37,088,073   

 元本 44,958,183   

 次期繰越損益金 △ 7,870,110   

(D) 受益権総口数 44,958,183口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 8,249円 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 57,468,087円 

期中追加設定元本額 138,844円 

期中一部解約元本額 12,648,748円 

また、１口当たり純資産額は、期末0.8249円です。 

 

○損益の状況 (2024年12月11日～2025年12月10日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 6,942   

 受取利息 6,942   

(B) 有価証券売買損益 △ 1,693,595   

 売買益 5,609,063   

 売買損 △ 7,302,658   

(C) 信託報酬等 △ 1,113,274   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 2,799,927   

(E) 前期繰越損益金 △ 3,762,546   

(F) 追加信託差損益金 △ 1,307,637   

 (配当等相当額) (   1,758,343)  

 (売買損益相当額) (△ 3,065,980)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △ 7,870,110   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △ 7,870,110   

 追加信託差損益金 △ 1,307,637   

 (配当等相当額) (   1,758,456)  

 (売買損益相当額) (△ 3,066,093)  

 分配準備積立金 5,529,107   

 繰越損益金 △12,091,580   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は7,870,110円です。 

③分配金の計算過程 

項 目 
2024年12月11日～ 
2025年12月10日 

費用控除後の配当等収益額 159,996円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 

収益調整金額 1,758,456円 

分配準備積立金額 5,369,111円 

当ファンドの分配対象収益額 7,287,563円 

１万口当たり収益分配対象額 1,620円 

１万口当たり分配金額 －円 

収益分配金金額 －円 

④「ワールド・リート・オープン マザーファンド」の信託財産の運用の指図に係る権限の全部または一部を委託するために要する費用とし

て、信託財産に属する同親投資信託の信託財産の純資産総額に対し年１万分の30以内の率を乗じて得た額を委託者報酬の中から支弁して

おります。 
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＊三菱ＵＦＪアセットマネジメントでは本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱

い販売会社にお問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

①信託報酬率の引き下げのため、信託報酬率の変更を行い、信託約款に所要の変更を行いました。 

（2025年３月31日） 

②投資信託及び投資法人に関する法律第14条の改正に伴い、記載変更を行い、信託約款に所要の変更を行いました。 

（2025年４月１日） 

③当ファンドが投資するマザーファンドにおいて、運用指図権限の委託先の変更および記載整備を行うため、2025年３月31日に信託約款に

所要の変更を行いました。 

 変更前：モルガン・スタンレー・インベストメント・マネジメント・インク 

 変更後：シービーアールイー・インベストメントマネジメント・リステッドリアルアセッツ・エルエルシー 
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